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生物多様性や生態系の順応的管理

琵琶湖流域生態系の保全・再生に向けて
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　　　1890 年代の内湖
　　　湖岸線の位置（現在）
　　　湖岸線の位置（1940 年代末：米軍航空写真）

明治時代後期（1890 年代）の合成地図画像
「正式二万分一地形図集成　[ 関西 ]」（柏書房）から作成した
6枚の幾何補正済み地図画像のモザイク処理により作成

　南湖では、自然的湖岸の減少による生物生息環境の

変化や特定外来生物の分布域拡大、水草の大量繁茂な

どが課題となっています。

　水質や生態系の保全・回復だけでなく、景観の保全

あるいは水産や観光の振興等多面的な課題解決が求め

られている南湖の特性を踏まえ、未来の予測には不確

実性を伴うことを前提に制度面も含めた管理方法の方

向性を示すことで、総合的にみて適切な生態系保全施

策を推進する必要があります。

取組内容

南湖生態系の順応的管理方法に関する研究（政策課題研究４）

研究全体のイメージ

　生物多様性や生態系保全の順応的な管理方法を検討するため、生態系の複雑な機能や生物間の相互作用な
ど、南湖全体を見据えて現状を評価する指標を検討し、個々の課題に対する短期的な対症療法ではなく長期
的視野に基づいた保全・管理目標および施策事業を進めるための制度的手法等をガイドラインとして提示し
ます。

 [ キーワード：水草の繁茂，在来生物と特定外来生物，生物多様性保全，順応的管理 ]

[ 南湖生態系の評価指標と保全・管理目標の設定 ]
　・南湖生態系を構成する湖辺域や沿岸帯の微地形や水位変動による湖岸環境の変化、流れ藻や侵略的外来
　　植物の分布あるいは、湖内での湖流や溶存酸素濃度の動向等全体像の現況を把握します。
　・南湖の現状課題への対応策検討の事例として水草を取り上げ、生理特性や遺伝子解析を行い生物多様性
　　の観点から重要な情報を明らかにするほか、刈り取りの有無による比較や流況、水質等への影響につい
　　て把握します。
　　　　サブテーマ名「南湖全体像の把握と水草管理に関する研究」

[ 順応的管理に向けた制度の基礎的把握および検討 ]
　・他の自治体の事例を中心に制度的手法を調査し、生物多様性保全のための条例・計画のあり方や住民参
　　加の役割を検討します。
　・行政施策の立案や実施時に生物多様性保全への配慮を組み込むための仕組みや活用しやすい情報の整備
　　を行うとともに、順応的管理のための体制や組織のあり方について検討します。
　　　　サブテーマ名「生物多様性保全のための制度的手法に関する研究」

南湖全体像の把握
［湖岸域］・湖岸微地形解析

・水位変動に伴う湖岸環境変化の把握
・漂着流れ藻の分布把握
・侵略的外来植物の分布把握

［湖内］ ・全域での湖流、溶存酸素濃度の動向把握

◇南湖の現状課題への対応策検討
・水草刈り取りによる流況、水質、生物への影響把握
・水草の除去区と非除去区の比較対照実験
・水草、糸状藻類の生理特性と機能評価
・水草の遺伝子解析

・南湖全体を管理していくための評価指標と保全・管理目標
・南湖を場とする施策事業における順応的管理手法の構築

南湖生態系の保全・再生に向けて南湖生態系の保全・再生に向けて

南湖の現状における課題
自然的湖岸の減少に伴う生物生息環境の変化
特定外来生物の分布域拡大
水草大量繁茂

↓

流れ藻の漂着・悪臭に対する苦情・景観悪化
湖流の停滞と溶存酸素の低下
在来魚介類・底生生物への影響

『南湖管理のガイドライン』の提示

◇順応的管理に向けた制度の基礎的把握
・順応的管理の実現に向けた生物多様性保全のための制度的手法の調査
・貴重植物データベースの作成調査

生態系保全・生活環境保全・水産振興・観光振興など多岐
にわたる施策を効果的・効率的に実施することが可能に

課題解決への道筋

特定外来生物ナガエ
ツルノゲイトウの繁茂

低酸素水域
の形成

◇

琵琶湖統合研究


